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主な内容



ヂﾑが連覇
「
選
手
宣
誓
」

戸
崎
裕
司
さ
ん
（
緑
町
二
丁
目
）

場育
に祭

　
体
育
祭
に
は
5
8
チ
ー
ム
（
6
2
自
治
会
）
か
ら
選

手
約
３
。
４
０
０
人
が
参
加
し
、
９
種
の
競
技
で

熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
種
目
は
、
親
子
で
協
力
し
て
行
う
競
技
、

チ
ー
ム
全
員
の
力
を
合
わ
せ
て
競
う
競
技
、
リ
レ
ー

な
ど
個
人
の
力
が
重
要
に
な
る
競
技
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
で
し
た
が
、
ど
の
競
技
も
選
手
は
持

て
る
力
を
尽
く
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
上
位
３
チ
ー
ム
は
同
点
、
入
賞
数
も
同
数
と

い
う
白
熱
し
た
展
開
と
な
り
、
総
合
順
位
は
抽

選
で
の
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
肌
寒
く
小
雨
も
ち
ら
つ
く
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
会
場
は
選
手
、
応
援
の

方
々
の
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
、
自
治
会
内
の
親
睦

の
輪
も
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

メドしーリしー

２
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-

受賞者のみなさん…………=･..=･･=･

　
1
0
月
2
4
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
第
1
8
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
約
３
。
２
０
０
人
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
開
会

式
典
で
清
水
英
世
町
長
は
、
「
高
齢
化

社
会
が
進
む
中
、
保
健
福
祉
対
策
に
は

よ
り
一
層
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
日
の
健
康
ふ
く
し
ま

つ
り
を
機
会
に
健
康
と
福
祉
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
で
生
活
で
き

る
期
間
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

保
健
事
業
や
福
祉
功
労
者
を
表
彰

　
こ
の
後
、
町
の
保
健
や
福
祉
の
た
め

献
身
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
保
健
事

業
・
福
祉
功
労
者
や
３
歳
児
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
、
国
保
の
医
療

を
受
け
る
こ
と
な
く
健
康
に
過
ご
さ
れ

た
健
康
優
良
家
庭
、
社
会
福
祉
向
上
の

た
め
高
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
い
保
健
と
福
祉
へ
の
関
心

　
会
場
内
で
は
、
骨
密
度
測
定
や
体
脂

肪
測
定
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
看
護

師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
介
護
保
険
相
談
、
転
倒
骨
折
予

防
の
筋
力
測
定
な
ど
の
介
護
保
険
コ
ー

ナ
ー
の
他
、
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
の

展
示
、
う
す
塩
料
理
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
、

生
き
が
い
講
座
で
作
製
し
た
陶
芸
な
ど

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
、
多

く
の
人
が
相
談
や
見
学
を
楽
し
み
ま
し

た
。

哨
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
各
種
催
し

　
一
方
、
屋
外
で
は
、
ス
リ
ッ
パ
飛
ば

し
や
卵
つ
か
み
、
野
菜
・
か
ん
ぴ
ょ
う

な
ど
が
当
た
る
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
、
各
種

商
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
手
話

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
手
話
劇
や
手
話
コ
ー

ラ
ス
、
壬
生
寺
保
育
園
児
に
よ
る
円
仁

太
鼓
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ

る
模
擬
店
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
体
験

等
が
行
わ
れ
、
多
彩
な
催
し
で
大
変
盛

り
あ
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
費
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
３
０

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

一

も
行
わ
れ
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
大
勢
の
　
４

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
　
高
齢
者
疑
似
体
験
談

　
「
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
て
い
る
よ

う
で
、
体
が
す
ご
く
重
た
か
っ
た
で
す
。

お
年
寄
り
の
つ
ら
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
運
動
し
て
、
健
康
を
維
持
し

た
い
で
す
。
」

介
護
保
険
コ
ー
ナ
ー

　
　
４
筋
力
測
定
の
様
子



一

早
乙
女
春
香
さ
ん
（
壬
生
中
三
年
）

山
野
井
淳
美
さ
ん
（
南
犬
飼
中
三
年
）

一
日
子
ど
も
人
権
擁
護
委
員
が
活
躍
Ｈ

早乙女さん山野井さん

　
栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
宇
都

宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局
主
催
の
１
市

６
町
（
栃
木
市
、
都
賀
町
、
西
方
町
、

大
平
町
、
岩
舟
町
、
藤
岡
町
、
壬
生
町
）

に
よ
る
中
学
生
一
日
子
ど
も
人
権
擁
護

委
員
意
見
発
表
会
が
1
0
月
1
6
日
、
栃
木

市
文
化
会
館
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
依
然
と
し
て
子
ど
も
を
取
り
巻
く
人

権
環
境
は
、
親
の
子
と
も
に
対
す
る
虐

待
や
い
じ
め
問
題
な
ど
、
厳
し
く
深
刻

な
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

人
権
擁
護
委
員
子
ど
も
人
権
特
別
委
員

の
活
動
の
中
核
と
し
て
、
子
ど
も
の
人

権
を
守
る
た
め
、
中
学
生
を
一
日
子
ど

も
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
し
、
子
ど
も

の
立
場
か
ら
人
権
に
つ
い
て
の
意
見
発

表
会
や
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
、
地
域

住
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
町
か
ら
は
、
早
乙
女
春
香
さ
ん

宝
生
中
学
校
三
年
）
と
山
野
井
淳
美

さ
ん
（
南
犬
飼
中
学
校
三
年
）
が
栃
木

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
薦
び
に
法
務

局
栃
木
支
局
長
か
ら
一
目
子
ど
も
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
の
委
嘱
を
受
け
、
午

前
中
は
栃
水
駅
周
辺
な
ど
で
道
行
く
人

に
人
権
に
関
す
る
資
料
を
手
渡
す
な
ど
、

人
権
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
１
市
６
町
の
中
学
生
1
8
名

に
よ
る
人
権
に
関
す
る
意
見
発
表
会
が

行
わ
れ
、
早
乙
女
さ
ん
は
「
基
本
的
人

権
と
差
別
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
二

人
ひ
と
り
を
思
い
や
り
、
助
け
合
っ
て

い
く
世
界
を
目
指
し
た
い
。
」
ま
た
、

山
野
井
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
人
権
」
と

題
し
て
「
本
当
に
信
じ
合
え
る
友
だ
ち

を
作
り
、
お
互
い
を
犬
切
に
す
る
気
持

ち
を
持
ち
た
い
。
」
と
、
中
学
生
か
ら

見
た
人
権
に
対
す
る
意
見
を
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
受
賞
者

ｙ

町
長
表
彰

‘
’
｡
~
｡
‐
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x
s
｡
~
a
w
y
l
J
j
j
e

保
健
事
業
功
労
者
表
彰

ｙ
予
防
接
種
部
門

　
長
島
　
公
之
　
（
嘱
託
医
師
）

万
保
健
組
織
活
動
部
門

　
豊
田
　
省
子
　
（
保
健
委
員
）

栄
養
改
善
部
門

　
大
垣
　
延
子
　
（
在
宅
栄
養
古

　
廃
棄
物
部
門

　
今
井
自
治
会

福
祉
功
労
者
表
彰

　
施
設
従
事
者
部
門

　
栗
林
　
安
子
　
（
し
も
つ
け
荘
）

　
菊
地
　
貴
子
　
言
も
つ
け
荘
）

　
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
部
門

　
高
間
　
信
義

　
　
　
　
（
老
人
ク
ラ
ブ
み
ど
り
の
会
）

　
中
里
　
光
蔵
　
（
栄
町
栄
寿
会
）

　
高
橋
　
政
夫
　
（
城
内
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
大
橋
　
な
を

　
　
　
　
（
稲
葉
下
馬
木
老
人
ク
ラ
ブ
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
部
門

　
樋
口
　
洋
子

　
　
（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
栃
木
県
第
１
８
団
）

　
石
坂
ト
ウ
子
　
（
虹
の
会
）

　
阿
久
津
紀
代
子

　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
か
た
っ
む
り
）

　
山
越
　
克
子
　
（
民
舞
克
淳
代
会
）

　
石
井
　
末
代

　
　
（
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ば
り
）

⑩
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
。

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
部
門

　
壬
生
町
ひ
ま
わ
り
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
小
林
優
子
）

　
壬
生
町
母
親
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
小
牧
敦
子
）

　
壬
生
町
上
町
松
寿
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
神
水
昭
次
）

　
国
谷
長
寿
会
　
（
代
表
　
渡
澄
　
剛
）

福
祉
功
労
者
感
謝
状

白
社
会
福
祉
推
進
者
部
門

　
大
島
美
智
子
　
（
保
護
司
）

　
鈴
木
　
　
信
　
（
保
護
司
）

　
中
嶋
文
一
郎
　
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
大
森
　
　
忠
　
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
往
川
　
卓
三
　
（
民
生
委
員
）

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

無
・
最
優
秀
賞

　
小
倉
　
久
典
　
呈
宝
町
南
）

ご
Ｉ
．
万
優
秀
賞

　
舛
谷
　
聡
子
　
（
下
表
町
）

こ
乙
’
ｙ
・
優
良
賞

目
下

谷
島

高
山

夏来でも綾でと

希実ふ音わ

（
助
谷
原
）

（
県
営
壬
生
住
宅
）

（
駅
東
）

（
敬
称
略
）

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

乙
最
優
秀
賞

　
小
森
美
伊
奈
　
（
今
井
）

　
　
　
真
美
子

国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
家
庭
表
彰

　
１
０
年
表
彰

　
布
施
谷
　
見
　
宍
美
町
北
部
）

　
５
年
表
彰

福
田

篠
原

飯
塚

薩
葉

築
井

ゆ
き
お

幸
夫

ト
ヨ

文
吾

敦
子

雅
晴

（
六
美
町
中
央
）

（
中
央
）

（
し
も
つ
け
荘
）

（
幸
町
四
丁
目
）

（
上
長
田
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

高
額
寄
付
者
表
彰

　
１
５
万
円
以
上
の
寄
付
者

　
栃
木
県
歌
謡
協
会
下
都
賀
支
部

　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
堤
共
栄
）

　
掲
協
医
科
大
学
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
若
尾
順
子
）

　
ニ
ュ
圭
ワ
イ
フ
チ
ャ
ー
チ
お
も
ち
や

　
の
ま
ち
　
（
代
表
　
中
村
千
代
子
）

　
伏
木
美
佐
恵
　
（
栃
木
恵

　
壬
生
町
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
川
津
守
）

　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
神
水
昭
次
）

５



　2000年４月にスタートした介護保険制度は、「高齢者介護を社会全体で支え、利用者の選択に

より、総合的な介護サービス提供を受けることができる」などの基本理念のもと４年を経て概ね

順調に推移して来ましたが、よりよい介護を支えていくためには、将来にわたって持続可能な制

度としていくことが必要です。

　介護保険法では、施行から概ね５年を目途に制度全般にわたる見直しをすることととされてお

り、2005年はこの制度改正の年に当たり、国では見直しに向けての議論をスタートさせています。

　介護保険制度が施行され５年目に入りますが、今までの壬生町における介護保険の状況を紹介

いたします。

３介護保険受給巻数の推移

　介護保険制度は、在宅ケアの推進を基本理

念としていますが、制度施行当初は、在宅の

割合が66.8％でしたが、平成16年４月時点で

は76％と在宅ケアが進んできています。

介
護
保
険
だ
よ
り

ソレ11､=万=j=:高齢化率、認定率、受給率状況のj推移万……万;;=j;

　高齢化率は、平均3.2％の伸び、認定率は平均11.2％の

伸びとなり、認定率が高齢化率の伸びを大幅に上回って

います。受給率は平均0.4％の伸びとなります。り’ckり○天刑□｀干jlcλ‾「少りり.‘t/Uwl｀tjkﾉk＿″Cあノcy｀ヅｏ　　　（%）

項　目 12.4月 13.4月 14.4月 15.4月 16.4月

高齢化率 15.6 16.2 16.7 17.4 17.7

認定率 8.6 9.9 11.6 12.6 13.1

受給率 73.4 75.8 74.4 73.8 74.5

(人)

項　目 12.4月 13.4月 14.4月 15.4月 16.4月

受給者数 392 480 574 646 680

在　宅 262 335 426 492 5打

施　　設 130 145 148 154 163

億円
４
２
０
８
６
４
２
０

１
１
１

介護保険給付額

　２介護保険給付額の推移

介護保険給付額は、平均16％の伸びとな

リ、認定率の伸びを上回っています。

－－－一

一一一一一一一一～--～～～一一 ～一一～～～一一一－

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

(予算額)

［胞疋干リノｌｆＵＣＩＬ!ｺﾞ』－ﾉu’（Mｸｏ（円）

12年度 671,925,418

13年度 909,169,695

14年度 1,046,916,459

15年度 1,085,019,014

16年度（予算額） 1,235,100,000

勁
贈

６



　４要介護認定者数推移

　高齢化が進むに伴い、認定者数もふえ平成12年４月から比較しますと、約1.7倍の伸び、介護度別に見る

と、要支援・要介護１が２ｲ吝の伸びとなり、また、重度の要介護４・５の認定割合が、県や国の平均より

高い現状になっています。
(人.％)

介護度 12.4月 13.4月 14.4月 15.4月
16.4月

認定者数 伸び率(1年度)

要支援 56 72 88 125 117 2.09

要介護１ 104 131 186 227 267 2.57

要介護２ 129 108 145 170 146 1.13

要介護３ 68 105 107 97 108 1.59

要介護４ 87 93 101 107 140 1.61

要介護５ 90 124 144 149 145 1.61

心、　　Ξ。　計 534 633 771 875 923 1.73

　　５在宅サービス種類別費用額

　在宅サービスの費用額を伸び率で見ると、

平均で2.8倍、なかでも福祉用具貸与が18倍、

訪問入浴介護10倍（グループホーム：施行当

初壬生町所在事業所無）と急速な伸びとなり、

サービスの種類ごとに費用談で見ると、通所

介護（デイサービス）が最も高＜、続いて訪

問介護の順位になっています。

サービスの種類
費用額（千円）

12.4月 16.4月

訪問介護 4,265 9,091

訪問入浴介護 88 899

訪問看護 1,764 2,639

訪問リハビリテーション ０ ０

通所介護 6,190 18,714

通所リハビリテーション 1,972 2,759

福祉用具貸与 132 2,423

居宅療養管理指導 □1 80

短期入所 1,401 5,785

グループホーム ０ 3,710

有料老人ホーム 165 225

゜｀　　計 16,148 46,326

300
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200
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０
　
０
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要支援　要介護１　要介護２　要介護３　要介護４　要介護５

□12.4月　□13.4月　口14.4月　□15.4月　口16.4月認定者数

　６受給率と豊艶者一人当たりの費用額

‥　　　　　　　　　　　　　　　　　（平威16年47拷）ﾆ

　栃木県内における壬生町の受給率、受給者一人当たり

の費用額を下の分布図で見ると、ともに低いことがわか

ります。その要因として、介護度の軽い要支援の人が多

いこと、施設入所者が少ないことが考えられます。

ヶﾜ施設サービス種類別入所人数及び費用額万

　施設サービスの費用額の伸び率は、特別養護老人ホーｉ

ムが約２倍の伸びとなり、費用額では老人保健施設が最

も高＜なっています。入所者一人当たりの費用額では、；

療養型医療施設の入所者が最も高＜なっています。

施設種類
入所人数（人） 費用額（千円）

12.4月 16.4月 12.4月 16.4月

特別養護
老人ホーム

40 73 11,652 22,576

老人保健
施　　　設

83 79 25,825 25,411

療養型医
療　施　設

10 14 4,350 5,580

‘゜｀　計
⊂コ　　ロ 133 166 41,827 53,567

７

受給率

90%

80%

70%

60%

50%

県ベースでの比較分析

120　130　140　150　160　170　180

　　　　　受給者ひとりあたりの費用額

190

千円



海路の缶進農業廓清4を覗察白

心 _

　
地
域
農
業
の
担
い
手
を
海
外
に
派
遣

し
、
先
進
的
な
農
業
事
情
等
を
調
査
・

研
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
農
業
者
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
「
担
い
手
島
業
者

育
成
事
業
研
修
団
」
派
遣
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
さ
れ
た
の
は
、
７
月
1
2
日
か
ら

2
1
日
の
1
0
日
間
で
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
３
力
国
に
９
名
の
団

員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
派
遣
団
の
団
長
を
務
め

ま
し
た
篠
原
審
太
郎
氏
か
ら
、
視
察
研

修
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

宵
才
子
貫
首
二

団
　
長
　
篠
原
富
太
郎
（
水
稲
・
果
樹
）

副
団
長
　
中
村
　
正
（
薙
・
水
稲
）

　
″
　
　
落
合
義
治
（
ト
マ
ト
・
水
稲
）

団
　
員
　
小
高
高
雄
（
ト
マ
ト
・
水
稲
）

　
　
　
　
川
場
敏
雄
（
ト
マ
ト
・
水
稲
）

　
　
　
　
篠
原
正
明
（
ト
マ
ト
・
水
稲
）

　
　
　
　
粂
川
憲
彦
（
薙
・
水
稲
）

　
　
　
　
坂
田
壽
子
（
薙
・
水
稲
）

　
　
　
　
渡
辺
和
子
（
水
稲
・
牛
苓
他
）

事
務
局
　
小
久
保
誠

８



し
張
　

団
　
長
　
　
篠
原
　
富
太
郎

　
こ
の
度
、
担
い
手
芸
業
者
育
成
事
業

と
し
て
の
海
外
視
察
研
修
を
、
去
る
７

月
1
2
口
か
ら
2
1
口
ま
で
の
1
0
日
間
に
亘

り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
や
、
米
政

策
の
抜
本
的
改
革
の
問
題
等
、
国
内
外

で
の
多
様
に
変
化
す
る
農
業
情
勢
の
中
、

国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
の
経
営
感
覚

を
身
に
つ
け
た
農
業
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
折
り
、
清
水
町
長
さ
ん
を
始

め
と
し
て
、
関
係
者
の
皆
様
の
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
の
も
と
に
、
こ
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
欧
州
の
農
業
国
三
力
国
を
訪

問
し
、
苗
・
ト
マ
ト
栽
培
を
中
心
に
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
訪
問
国
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
ア
ー

ル
ス
メ
ア
の
花
市
場
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
郊
外
の
ト
マ
ト
栽
培
農
家
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
花
市
場
で
は
、
欧
州
各
地
か
ら
集
め

ら
れ
た
花
々
が
、
市
場
で
の
ス
ム
ー
ズ

な
競
り
や
物
流
に
よ
り
、
時
間
を
か
け

ず
に
全
世
界
に
送
ら
れ
て
い
く
様
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
農
家
で
は
、
徹
底
し
た
栽
培

管
理
の
も
と
、
水
耕
無
農
薬
栽
培
に
よ

る
ト
マ
ト
が
見
事
に
熟
れ
て
、
ど
の
段
　
　
果
卸
売
市
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

も
５
個
づ
つ
実
を
付
け
、
房
ご
と
収
穫

し
箱
詰
め
が
さ
れ
ま
す
。
国
内
は
も
と

よ
り
、
他
国
の
消
費
者
に
ま
で
販
路
を

拡
大
し
て
の
栽
培
で
す
。
日
本
で
は
、

気
候
の
違
い
で
一
様
に
真
似
る
こ
と
は

困
難
で
は
あ
る
が
、
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　
す
フ
ン
ダ
は
、
チ
し
ズ
等
の
乳
製
品

の
有
名
な
国
で
も
あ
り
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
て
、
豊
か
な

緑
と
相
ま
っ
て
す
ば
ら
し
い
景
色
で
し

た
。

　
次
に
訪
れ
た
ス
イ
ス
で
は
、
6
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
経
営
し
て
い
る
農
家
を
見
学

し
ま
し
た
。
産
地
直
売
方
式
で
、
ラ
ズ

ベ
リ
ー
・
ブ
フ
ッ
ク
ベ
リ
ー
等
の
果
樹
、

苗
・
ト
マ
ト
等
の
野
菜
、
小
麦
な
ど
を

栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
消
費
者
に
足
を

運
ん
で
も
ら
っ
て
、
収
穫
し
て
も
ら
う

そ
う
で
す
。
農
産
物
を
通
し
て
、
消
費

者
と
直
接
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
楽

し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
も
で
き
な
い
よ
う
な
荒

れ
地
で
も
、
作
物
は
良
く
育
っ
て
い
ま

し
た
。

　
次
の
訪
問
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
パ
リ

の
台
所
と
も
い
わ
れ
る
ラ
ン
ジ
ス
の
青

　
広
大
な
敷
地
に
は
、
野
菜
・
肉
・
魚
・

青
果
等
あ
ら
ゆ
る
物
が
集
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
見
慣
れ
な
い
食
品
も
あ
っ
て
、

改
め
て
食
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
こ
で
も
交
通
網
が
整
備
さ

れ
、
物
流
の
す
ご
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
農
家
民
宿
を
営
ん
で
い
る
農

家
で
、
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

当
家
生
産
物
を
使
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を

打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
郷
土

な
ら
で
は
の
料
理
、
ま
た
、
都
会
に
は

な
い
風
景
、
雰
囲
気
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
々

に
は
大
変
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。
日

本
で
も
近
年
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増

え
て
き
ま
し
た
が
、
収
穫
し
た
ば
か
り

の
食
材
で
の
郷
土
料
理
を
、
大
勢
の
人

に
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
農
業
大
国
フ
ラ
ン
ス
な
ら
で
は
の
広

大
な
大
地
に
、
収
穫
間
近
な
小
麦
煩
が

広
が
っ
て
い
て
、
日
本
と
の
ス
ケ
ー
ル

の
違
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ぶ

ど
う
畑
も
点
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
古

い
歴
史
と
共
に
高
級
ワ
イ
ン
を
産
す
る

地
方
で
も
、
後
発
の
安
い
ワ
イ
ン
の
産

地
に
脅
か
さ
れ
、
今
や
廃
業
に
追
い
や

ら
れ
る
農
家
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
、
農
業
関
係
の
視
察
と
共
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
歴
史
、
文
化
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
に
始
ま
る
食
事
、
街
角
の
カ
フ
エ
ヽ
‐
－

で
の
人
々
の
語
ら
い
、
自
然
と
調
和
し

た
町
並
み
、
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

を
連
想
さ
せ
る
ス
イ
ス
の
山
々
、
い
ず

れ
も
が
目
に
焼
き
付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
研
修
で
す
ば
ら
し
い
成
果
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
全
員
何
事

も
な
く
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、

団
員
の
み
な
さ
ん
、
現
地
の
ガ
イ
ド
さ

ん
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
あ
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
多
く
を
学
ん
で
き
た
今
回
の
研
修
を
、

地
域
の
農
業
振
興
に
少
し
で
も
役
立
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
特
段

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｔ
Ｊ
Ａ
し

も
つ
け
さ
ん
に
も
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
、
海
外
視
察
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

９



町職員給与等のあらまし
　壬生町職員の給与は、その職務と責任に応じて、国や他の地方公共団体や、民間企業の給与などの実情を

考慮し、議会の議決を経て条例で定められていますが、そのあらましについてお知らせします。

（１）人件費の状況（平成15年度普通会計決算）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二歳出額（Ａ）

………1='泳21;……'7…………1………………i･.･･.･.　･･

こ乙j

'

ﾛｺ人件費（印

　人件費率（Ｂ／Ａ）

10,006,080千円

2,170,053千円

21.7％

壬生町の人口

　H16.3.31
実質収支

平成14年度

　人件費率

39,811人 489,498千円 20.8％

　　　　　　（注）１人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。

　　　　　　　　　２普通会計とは、一般会計と奨学資金特別会計を合算したものです。

（２）職員給与費の状況（平成16年度一般会計予算）

） 二給　料

匠回職員手当

ドコ胚鏡手当

給与費総額

（３）職員の平均給料月額と平均年齢

1,036,036千円

　139,186千円

　425,047千円

1,600,269千円

(平成16年４月１目現在)

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 347,900円 穏Ｏ歳

技能労務職 237,500円 48.1歳

（４）職員の初任給の状況
(平成16年４月１日現在)

区　　　　分 支　給　額

一般行政職
大学卒 170,700円

高校卒 143,300円

技能労務職 高校卒 136,000円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（注）１職員手当には退職手当

　　　　を含みません。

　　　２給与費は、当初予算計上

　　　　額です。

（注）１一般行紋織とは、事務職員と

　　　　技術職員等です。

　　　２技能労務織とは、自動車運転手、

　　　　用務員及び調理員等です。

（注）一般行政職には行政職給料

　　表が、技能労務職には技能

　　労務職給料表が適用され、

　　異なった給与体系になって

　　います。

(平成16年４月１日現在)

区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 277,600円 335,900円 387,800円

高校卒 221,100円 293,600円 348,600円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（６）一般行政職の級別職員数の状況
(平成16年４月１日現在)

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な
職務内容

主　事
主事補

主　事 主　任 主　査
係　　長

主席主査

主　　査

課長補佐
副主幹
主席主査

課　長
生　幹

部　長
参　事
課　長∧

職員数 １人 16人 11人 33人 23人 54人 33人 18人 189人

構成比 0.5％ 8.4％ 5.8％ 17.5％ 12.2％ 28.6％ 17.5％ 9.5％ 100％
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(７)扶養・住居・通勤手当の状況

　　　　　　　　　　　　　　(平成16年4月１日)

区　　　分 支　給　額

扶養手当

　(月額)

配　偶　者 13,500円

第２子まで 6,000円

そ　の　他 5,000円

16歳から22歳の子１人につき5,000円加算

住居手当

　(月額)

借　　家 家賃に応じ27,000円以内

持　　家 　　　　　　(新築又は購入の日か2，500円Ｇ５年間が支給対象)

通勤手当

交通機関利用者 運賃相当額

白絹特鯛者 月額2,000円～24,500円

全額支給賑産額 月額換算で55,000円

（９）期末・勤勉手当の状況
(賞与)

平成15年度

支給割合
期　末 勤　勉

６　月　期 1.55月分 0.7月分

12　月　期 1.45月分 0.7月分

計 3.00月分 1.40月分

（注）１職制上の段階、職務の級等による加算措置があり

　　　　ます。

　　　２支給割合は国と同じです。

（Ｈ）特別職の報酬等の状況

（８）特殊勤務・時間外勤務手当の状況
(平成15年度決算)

特殊勤務手当 時間外勤務手当

職員全体に占める手当

支給職員の割合
2.4％

支給総額 47,796千円

支給対象職員１人当た

り平均支給年額
94千円

職員1人当たり

支給年額
189千円手当ての種類

（　手　当　数　）
５

（10）退職手当の状況

(平成16年４月１日現在)

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支

給

率

勤続20年 21.0月分 28.0875月分

勤続25年 33.75月分 43.335月分

勤続35年 47.5月分 60.99月分

最高限度 60.0月分 60.99月分

その他の

加算措置

定年前早期退職特別措置

　　(2％～20％加算)

(注)
１

２

整理退職等の場合は加算措置があります

支給割合は国と同じです。

(平成16年４月１日現在)

区　分 町　長 助　役 収入役 区　分 議　長 副議長 議　員

給料月額 816,000円 672,000円 639,000円 報酬月額 400,000円 335,000円 300,000円

期末手当 平成15年度支給割合4.4月分 期末手当 平成15年度支給割合3.3月分

（12）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

区　　　　　　分 職　員　数（人） 対前年比増減数（人）
主　　な　　増　　減　　理　　由

部　　　　　門 平成14年 平成15年 平成16年 平成14年 平成15年 平成16年

一般行政

部　　門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生
衛　　生

労　　働

農林水産
商　　工

土　　木

　3

58

15

51

20

　1

15

　3

31

　3

56

15

54

19

　1

15

　3

29

　3

56

15

54

18

　1

15

　3

27

一

　3

－

△2

△2

　－

　2

△2

　1

－

△2

－

　3
△1

－

一

一

△2

一
一
一
一

△1
－
－
－
△2

退職者不補充

地域振興対策謀廃止による減員

小　　計 197 195 192 - △2 △3

特別行政

部　　門

教　　育 70 68 64 △2 △2 △4 退職者不補充

小　　計 70 68 64 △2 △2 △4

普　通　会　計　計 267 263 256 △2 △4 △7

公営企業等

会計部門

水　　道

下水道

その他

　9

10

16

　9

10

16

　9

10

16

△2

一

一

一

一

一

-

一

一

小　　計 35 35 35 △2 一 一

合　　　　　　　計 302 298 291 △4 △4 △7

　（注）職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）で、休職者及び派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。
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アンケートのご烏貝・興間に

　　　お答え致しま

j

す

ﾉ6づ:………万………ｿﾞ……=jJ=;j万i==J:jjﾐJJ7=lgl=耘jJ(p=jlφ

　　　　　　　　　‥‥‥‥(最終=回)

　　　　「まちづくりアンケート調査」で寄せられました「ご意見」やｒご要望」に

　　　ついて引き続き、掲載いたします。

　　　　なお√ご貿，問馨は住民か.ら出1されましたままの形で「Ｑ」……とし、回答1ま

…………、「Ａ」ノとl云犬同,……じよ・=.，.うi.11.・な=・質・・間!.・.こつ毒ま……゜しては、代衷的なものを掲載しておリyjま………

　
公
民
館
事
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

９
・
各
種
公
民
館
事
業
等
に
お
い
て
催

事
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
発
展
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
、
企
画
、

演
出
を
み
て
も
既
存
の
や
り
方
を
い
ま

だ
に
や
っ
て
い
る
。
昔
の
考
え
方
や
こ

と
な
か
れ
主
義
で
、
悪
く
も
な
く
、
無

難
に
行
事
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
先
導
者
は
年
齢

を
若
返
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昔

は
通
用
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新

鮮
味
が
な
い
企
画
や
演
出
で
は
人
の
心

を
引
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
公

民
館
祭
り
を
み
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

Ａ
：
魅
力
あ
る
事
業
を
行
っ
て
い
け
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
祭
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
各

公
民
館
で
学
習
し
て
い
る
方
の
発
表
の

場
」
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
の
で
、
内
容
と
し
て
は
、
毎

年
同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

各
自
努
力
の
作
品
で
す
の
で
、
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

　
魅
力
あ
る
婦
人
学
級
を
！

Ｑ
：
婦
人
勉
強
会
を
公
民
館
で
行
っ
て

い
る
が
、
長
い
間
、
あ
ま
り
変
化
が
な
く
、

今
の
時
代
に
あ
ま
り
あ
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
も
う
少
し
、
婦
人
教
養
学

習
を
考
え
直
し
て
魅
力
あ
る
婦
人
学
級

に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
：
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
図
書
館
に
パ
ソ
コ
ン
設
備
を
Ｉ
・

Ｑ
：
図
書
館
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
を
無
料

で
自
由
に
使
え
る
設
備
が
出
来
る
と
よ

い
と
思
う
。

Ａ
：
図
書
館
と
し
て
も
設
備
の
増
設
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
現
在
稼
働

し
て
い
る
機
器
構
成
で
は
、
で
き
る
環

境
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
回
の
機
器
更
新
の
時
に
導
入
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
図
書
館
の
開
館
時
間
の
延
長
を
Ｉ
・

Ｑ
：
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
町
立
図
書

館
の
開
館
時
間
が
短
く
か
つ
休
館
日
が

多
く
、
意
欲
あ
る
利
用
者
は
不
便
を
き

た
し
て
い
る
の
で
再
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ａ
：
開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
要
望
に
あ
わ
せ
て
改
善
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　
休
館
日
に
つ
い
て
は
、
同
じ
町
立
図

書
館
と
比
べ
て
も
、
特
に
休
館
が
多
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
第
三
日
曜
日
を
休

館
と
し
て
い
る
図
書
館
も
ま
だ
あ
り
ま

す
。
当
館
で
は
開
館
当
初
よ
り
、
土
日

は
全
日
開
館
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
施
設
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

Ｑ
：
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
図
書
館
を

利
用
す
る
機
会
が
減
っ
た
。
開
館
時
間

-

が
５
時
か
ら
６
時
に
変
更
な
っ
た
と
間

い
て
い
る
が
、
や
は
り
平
日
の
利
用
は

難
し
い
。
公
園
の
整
備
、
施
設
（
建
物
）

の
整
備
な
ど
は
ず
い
ぷ
ん
と
行
わ
れ
て

い
る
と
思
う
。
整
備
し
た
も
の
を
う
ま

く
活
か
す
事
を
考
え
て
欲
し
い
。
平
日

の
ガ
ラ
ガ
ラ
に
す
い
て
い
る
図
書
館
や

総
合
運
動
公
園
（
わ
ん
ぱ
く
広
場
？
）

の
駐
車
場
な
ど
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
。

Ａ
：
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
あ
わ
せ
、

開
館
時
間
を
変
更
し
て
１
年
半
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
実
際
の
利
用
は
、
期
待
よ

り
も
少
な
い
状
況
で
す
。
図
書
館
は
土

日
も
開
館
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
土
日

で
の
ご
利
用
も
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　
駐
車
場
の
こ
と
で
す
が
、
公
民
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
３
館
の
共
同
駐
車
場

で
す
。
公
民
館
講
座
や
催
し
物
に
よ
っ

て
は
不
足
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

総
務
部
企
画
財
政
談
企
画
調
整
係

　
　
音
8
1
－
１
８
１
３
・
１
８
１
４
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一人ひとりの　人権意
ｓ
つでよ

』

_

　 一 一
　 一 一
　 一 一　 一 一　 一 一

　 　 　 －一 一 　 一
一 　 　 －

　 －

　 － 　 －　 一 一 　 －
　 一 一 一 一
　 －　 －
　 －

　 一 一 　 －
　 　 　 －　 － 　 －

　 － 　 －
　 － 　 －　 。 　 －

　 　 　 －　 一 一 　 -
　 ・ 　 -
　 　 　 _
　 － 　 -　 　 　 -　 　 　 一 一

哺u:こと加入i豪びこゐま既が｀

　
人
権
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き
る

た
め
の
権
利
で
、
万
人
に
共
通
し
た
一

人
ひ
と
り
に
備
わ
っ
た
権
利
で
す
。
そ

し
て
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
い
ち
ば
ん

基
本
の
ル
ー
ル
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
家
庭
・
地
域
や
職
場
・
学
校
な
ど
、

普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
日
常
生

活
の
中
に
も
、
人
権
と
い
う
観
点
か
ら

み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

　
1
2
月
４
日
か
ら
1
0
目
ま
で
は
、
第
5
6

回
人
権
週
間
・
1
2
月
1
0
日
は
「
人
権
デ
ー
」

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
こ
と
か

ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
◇
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の

　
法
務
省
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
平
成
1
6
年
度
の
強
調
事
項
を

次
の
よ
う
に
定
め
、
人
権
尊
重
の
普
及

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

朧
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

⑤
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

言
四
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

尚
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

　
を
実
現
し
よ
う

　
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

ル
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

　
め
よ
う

宍
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

匹
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

　
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

匹
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

　
偏
見
を
な
く
そ
う

三
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

　
配
慮
し
よ
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

　
侵
害
は
止
め
よ
う

一
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

　
く
そ
う

’
一
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

　
そ
う

一
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

　
を
な
く
そ
う

Ｉ
イ
ペ
ン
ト
会
場
で
Ｐ
Ｒ
活
動

　
◇
人
権
擁
護
委
員
は
。

　
　
あ
な
た
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

　
い
じ
め
や
体
罰
、
家
庭
内
の
人
権
に

問
す
る
悩
み
事
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
に
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
本
町
で
も
６
名

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
月
２
回
定
期
的
に
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

◇
特
設
人
権
相
談
所

　
あ
な
た
の
「
人
権
」
守
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

　
人
権
週
間
に
合
わ
せ
、
次
の
よ
う
に

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
日
　
　
時
　
1
2
月
1
0
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
3
0
分
～
午
後
４
時

　
会
　
　
場
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

○
問
合
せ
先

　
町
民
生
部
住
民
課
町
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
２
７

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　
渡
辺
光
喜
氏
が
再
委
嘱

　
上
新
町
の
渡
辺
光
喜
氏
が
、
法
務
大

臣
か
ら
平
成
1
6
年
1
0
月
１
日
付
で
、
人

権
擁
護
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、
中
学
生
を
対
象

に
し
た
人
権
講
演
会
・
映
画
会
や
街
頭

啓
発
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
人
権
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
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ゝ － 〃

まちのわだい

｡1鴎賎衝甫坂サイさんに
特別敬老金を贈呈

　10月24田こ100歳の誕生日を迎えた甫坂サイさんに特

別敬老金を贈り、長寿を祝いました。

　サイさんは、耳や目は悪くなってしまいましたが、とて

もお元気で、お祝いの赤飯をとてもおいしそうに召し上がっ

ていました。

※この制度は、平成４年４月から実施しており、10年以上

　本町に暮らし、100歳を迎えた方に長寿を祝い特別敬老

　金を贈っているものです。

壬生中野球部
　　　県新人大会で13
　第39回栃木県新人野球大会兼第７回関東少年額

新人野球大会栃木県予選会が、10月23 ・ 24の２圈

日間に亘り、県営本球場ほかで行われ、壬生中

野球部が13年ぷりに見事優勝を果たし、11月13 ･　む

14日に宇都宮市の清原球場で開催される、関東京

大会への出場権を獲得しました。　　　　　　１

１回戦

２回戦

準決勝

決勝

１－０

３－２

１－０

１－０

対大沢中

対小川中

対小山三中

対芳賀中

県新人大会で見事優勝／

　平成16年度栃木県新人中学校剣道大会が、10月

22日、大田原市の県北体育館で行われ、壬生中剣

道男子が決勝で大田原を２－１で下し、見事優勝

を果たしました。

２回戦

３回戦

４回戦

準決勝

決勝

４－１

４－０

３－０

３－２

２－１

対鹿沼北中

対佐野日大中

対大平南中

対陽北中

対大田原中

14



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

スポーツを通して防犯意識の高揚を図る

壬生町防犯組合連絡協議会
　10月15日、第11回地域安全グラウンドゴルフ大会が、町総合運動場

で開催されました。

　大会は、スポーツを楽しみながら、地域の防犯意識を高めてもらお

うと、壬生町防犯組合連絡協議会（荒川誠一会長）が主催し、100名

が参加して実施されました。

　大会終了後、福田壬生交番所長が地域安全講話をし、壬生町内で

「車上荒らし」が83件発生していることや、全国で被害額100億円を超

　　　　　　　えるという「オレオレ詐欺」など犯罪の実態説明かあ

、り、「車内には物を置かない」、「一呼吸人れて冷静な

対応を」などの被害防止のアドバイスを、参加したみ

なさんは熱心に聴きいっていました。

シルバー人材センター会員が

　　　　　　　　　　　　奉仕j

　町シルバー人材センターの会員たちが、全国展開されているシル

バー人材センター事業普及啓発促進事業の一環として、ｼﾉﾚﾊﾄの

目である10月16出町内道路のゴミ拾いの奉仕活動を行いました。

　この[]は、同センターの会員約230名のうち約100名が参加し、

５班に分かれて町内の主な道路で、約２時間に亘りゴミや空き

缶拾いを実施しました。

　また、午後には同センターで囲碁や将棋、カラオケ、ダンス

など愛好会話動か行われ、会員相互の親睦を図りました。

グラウンドゴルフ大会成績

１位　大粟栄子　　　６位

２位　梁島英子　　　７位

３位　小見俊夫　　　８位

４位　北出義郎　　　９位

５位　青木ミツ　　　10位

小平テル

金田トク

横山　益

大島俊夫

田中ヨシ

1･I;………y･i…………………………………1･.　　　　　J　　　　　　‾　　.･

k　’.I;;;,i,道路のゴミ拾いをする会員のみなさん

めぐり
生活に密着した施設等を見学
　10月15日、広聴事業の一環として、町の施設めぐりが実

施され、石橋地区消防組合消防本部、むつみの森、ドリー

ムキッズ、北部処理場、清掃センターを見学いたしました。

　普段行くことのない施設や、生活に役立っている施設を

見学し、参加者の方大変興味を持たれたようでした。

　また、参加者のみなさまからは、町政へのご意見をいた

だきました。今後の町政運営の参考にさせていただきます。
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Ｃ
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代
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飯
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政
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第
３
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1
0
Ｔ
Ｏ
Ｐ
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代
表
河
村
洋
佑
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Ｍ
Ｖ
Ｐ

高
水
利
洋
（
壬
生
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Ｃ
）
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三
男
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Ｔ
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Ｅ
Ｅ
　
Ｋ
．
Ｆ
Ｃ
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(
E
)

ス
ポ
ー
ツ
で

　
　
　
　
健
康
維
持

　
第
2
7
回
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ

（

連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
　

）

　
1
0
月
1
3
日
、
壬
生
町
総
合
運
動
場
を

会
場
に
、
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
神
水
昭
次
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
第

2
7
回
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
輪
投
げ
競
争
や
ス
プ
ー
ノ
リ
レ
ー
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
争
、
玉
入
れ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
楽
し
み
な
が

ら
競
技
に
挑
戦
し
、
大
会
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

XW゛

　
町
政
に
つ
い
て
、
町
長
や
町
執
行
部

と
自
治
会
長
さ
ん
が
意
見
を
交
え
る
町

自
治
会
連
合
会
（
石
川
昭
三
会
長
）
主

催
の
「
平
成
1
6
年
度
町
政
懇
談
会
」
が
、

1
0
月
2
0
日
壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、
4
5
名
の
自
治
会
長
さ

ん
、
町
か
ら
は
、
町
長
を
始
め
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
、
総
務
、
民
生
、
経

済
、
建
設
、
水
道
の
各
部
長
、
教
育
次

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
清
水
町
長
か
ら
ま
ち
づ
く

り
の
現
況
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
自

-

治
会
長
さ
ん
か
ら
、
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
　
　
ま
す
。

問
題
や
地
域
内
道
路
の
整
備
な
ど
、
身

近
な
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
要
望
が
出
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

万
当
日
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
の

万
二
部
を
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

Ｑ
：
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た

資
源
ゴ
ミ
を
勝
手
に
回
収
し
て
い
く
業

者
が
あ
る
が
、
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

Ａ
：
昨
年
度
あ
た
り
か
ら
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
新
聞
紙
な
ど
の
資

源
ゴ
ミ
を
個
人
業
者
が
持
ち
去
る
状
況

が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
職
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
、
指
導
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
全
町
的
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

監
視
す
る
こ
と
は
容
易
な
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
更

な
る
指
導
の
強
化
（
持
ち
去
り
者
の
氏

名
等
を
公
表
で
き
る
な
ど
を
規
定
し
た
）

の
実
施
に
向
け
た
「
資
源
物
持
ち
去
り

防
止
要
綱
」
の
制
定
作
業
を
進
め
て
い

ヽ－

９
・
町
の
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
（
ふ
れ
あ

い
カ
レ
ン
ダ
ー
）
　
が
廃
止
に
な
り
、

「
お
知
ら
せ
版
」
に
行
事
が
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の

復
活
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
：
従
前
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
原
稿
の
と
り
ま
と
め
が
前
年

に
な
る
た
め
、
掲
載
で
き
る
行
事
等
も

限
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

よ
り
最
新
の
多
く
の
行
事
等
を
適
宜
お

知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
廃
止
し
、
行

財
政
の
見
直
し
も
含
め
、
毎
月
発
行
し

て
い
る
「
お
知
ら
せ
版
」
を
活
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
行

事
等
に
つ
い
て
は
、
約
２
ヶ
月
先
ま
で

の
予
定
が
わ
か
る
よ
う
に
、
毎
月
８
日

発
行
の
「
お
知
ら
せ
版
」
に
引
き
続
き

掲
載
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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ﾚ輦端顛白蘭腿
｡
通専1雷9白糎)ｻﾞj…………:宍J7に宍:j=

　
1
0
月
1
7
日
、
蘭
学
通
り
に
お
い
て
、
第
３
回
蘭

学
通
り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
目
は
、
蘭
学
通
り
に
江
戸
時
代
の
街
並
み

が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
装
武
者
行
列
、

出
店
者
が
昔
の
服
装
を
し
て
の
骨
董
市
な
ど
の
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
催
し
が
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
壬
生
高
生

に
よ
る
吹
奏
楽
や
バ
ン
ド
演
奏
、
ア
マ
チ
ュ
ア
そ

ば
打
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
に
、
訪
れ
た
方
々
は
ま
つ
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一

壬生寺円仁太鼓野点・お琴演奏アマチユアそば打ちフェスティバル

ﾄﾞj………ﾄﾞ………四回皿脆am喩……9i……………l…………………………………

一

　
1
0
月
3
1
日
、
第
2
2
回
壬
生
町
総
合
産

業
ま
つ
り
が
壬
生
町
総
合
公
園
陸
上
競

技
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
壬
生
町
共
通
商
品
券
の
販

売
が
行
わ
れ
、
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
企
業
・
商
店
等
に
よ

る
展
示
・
販
売
や
、
バ
ン
ド
演
奏
、
大

の
シ
ョ
ー
、
猿
の
大
道
芸
な
ど
、
多
く

の
催
し
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

J

｡海　犬のショー
j獅　猿の大道芸Ｔ　：。-ｓ。。j払6J

バンド演奏

憑
懸
設
置
群
雲
。
蜃
霧
裂
雙
１
－
１
１
Ｆ
Ｆ
Ｅ

ぷ
ふ
・
・
・
缶
厠
二
…
…
・
…
…
万
一
…
…
…
…
｛

･
‐

５
・
・

Ｌ
ｈ
酎

1 7
Ｆ
Ｄ
。
ド
ー

ミニＳＬちびっこジャンケン大会商品券販売コーナーは大行列
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す
と
う
ゆ
う
き

須
藤
友
暉
ち
ゃ
ん
（
上
町
）

　
　
（
Ｈ
1
3
∴
目
・
3
0
生
）

(H 14. 11.1生)わ
が
寂
の

　
？
イ
ド
随

(H 11. 11.24生)(県営壬生住宅)

(H 15. 11.13生)

はじめ甫ちゃん

りょう諒ちゃん

入江

　次回は１月生まれのアイドルを募集します。

（締切12月20日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

千
言
□
」

…
…
¨
゛
一
一
．
一
・
｛
｝
□
・
Ｅ
Ｌ
影
／

社
会
保
険
職
員
等
を
装
っ
た

　
　
不
審
な
訪
問
者
、
不
審
電
話
、

不
審
な
手
紙

　
最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
・
国
民
年
金
推
進
員
・
市
区
町
村
職
員
等
を
装
っ
て
「
年
金

手
数
料
」
と
称
し
た
詐
欺
行
為
や
、
勤
め
先
を
聞
か
れ
る
等
、
被
保
険
者
情
報
の
デ
ー
タ
収
集
を

さ
れ
た
な
ど
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
事
務
所
で
お
こ
な
っ
て
い
る
ご
案
内
に
似
せ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
不
審
だ
な
？
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
慎
重
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
り

　
事
　
　
　
仔

①
訪
問
編

　
市
町
村
職
員
と
偽
っ
た
者
が
「
年
金
の
未
受
給
分
か
あ
り
、
受
け
取
る
た
め
に
は
手
数
料
が
必

　
要
」
な
ど
と
し
て
数
十
万
円
を
駆
し
取
ら
れ
た
。

②
電
話
編

　
社
会
保
険
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ト
ラ
ブ
ル
で
家
族
の
年
金
デ
ー
タ
が
削
除
さ
れ
た
の
で
、
住
所

　
と
生
年
月
日
を
教
え
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
。

③
文
書
編

　
　
「
還
付
金
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
用
紙
に
住
所
と
電
話
番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
」
等
の
ハ

　
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
来
の
還
付
金
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
事
務
所
に
直
接
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
手
紙
の
送
付
、
返
送
を
委
託
業
者
が
扱
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
庁
、
地
方
社
会
保
険
事
務
局
や
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
指
定
ロ
座
に
現
金
の
振
込

を
依
頼
し
た
り
、
社
会
保
険
の
手
続
き
の
た
め
の
手
数
料
と
称
し
て
現
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
者
や
電
話
等
に
よ
る
照
会
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
対
応
せ
ず

に
相
手
の
所
属
と
氏
名
、
連
絡
先
を
確
認
い
た
だ
き
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
等
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
先
　
栃
木
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金
業
務
課
　
昔
2
2
－
６
０
７
４
・
６
０
７
５

一
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中村彩未ちゃん（万町）

　　（H 14. 11.3生）

,|一丿皿1
　　－翻謳‐醤●

　………7’I:I?:;．…………-･..･.　………･･,.

林　祐輝ちゃん（H12.9.27生）

　　尚輝ちゃん（H 15. 11.22生）

　　（おもちゃのまち）

朧居圖劇頭誄詞□欄勁跳題薪鉛りJ　‾

田辺実行委員会長

　
５
回
目
を
迎
え
た
ま
つ
り
は
、
1
0
月

Ｈ
日
、
下
稲
葉
花
祭
り
実
行
委
員
会

（
田
辺
正
会
長
）
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
お
囃
子
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、

地
元
メ
リ
圭
フ
ン
ド
保
育
園
児
に
よ
る

か
が
や
き
太
鼓
、
野
点
、
大
抽
選
会
、

苗
木
や
地
元
産
の
毎
ジ
ュ
ー
ス
の
無
料

配
布
、
手
打
ち
そ
ば
な
ど
の
各
種
模
擬

落合実行委員会長

　
４
回
目
を
迎
え
た
ま
つ
り
は
、
1
0
月

1
7
日
、
は
に
し
の
里
ふ
れ
あ
い
花
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
落
合
義
治
会
長
）
主

催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
地
元
す
け
が
い
保
育
園

児
の
発
表
や
秋
輝
太
鼓
の
演
奏
、
バ
ン

ド
の
生
演
奏
、
苗
木
、
干
ぴ
よ
う
、
乳

製
品
、
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ン
マ
な
ど
の
無
料

配
布
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店
も
多

店
が
出
店
。
小
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
勢
の
家
族
連
れ
が
来
場
し
、
多
彩

な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雨
が
あ
が
っ
た
午
後
に
は
熱

気
球
も
揚
が
り
、
上
空
か
ら
の
お
花
見

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

大沢桃子歌謡ショー

数
出
店
。
隣
接
す
る
畑
で
は
大
根
掘
り

体
験
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
す
け
が
い
保

育
園
保
護
者
会
、
羽
生
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
羽
生
田
老
人
会
な
ど
の
協
力
に
よ

る
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
勢
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

力強いもちつき

19
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　　　　　　羽生田小学校全児童

した。

　総合学習の一環として実施しているこの行事は、

地元農業委員さんの協力で実施されました。５月に

田植えをした約８ａの田んぼは、黄金色に実った稲

穂がたわわに垂れ、農業委員さんの手ほどきで、一

株一株丁寧に刈り取り、実りの秋を体感しました。

②○
“
1
1
'
1
1
‐
！

◆社会福祉協議会へ　　　　　（○数字は寄付回数）

壬生町女性会様⑩　　　　　　　　　　　　　２万円

栃木トヨタ自動車㈱壬生店様①　　　　　　　553円

書道　弥生会支部様⑥　　　　　　　　　　　３千円

えのきの会様④　　　　　　　　　　　　６千492円

壬生町青少年育成指導員会様②　　　　　６千755円

栃本法入会壬生地区会ゴルフ大会実行委員会様①　５万円

壬生少年少女合唱団様①　　　　　　１万４千963円

日光彫　壬彫会様⑩　　　　　　　　　　　　１万円

日本赤十字社壬生町分区奉仕団様⑨　　　２千85円

壬生町ひまわり会様⑩　　　　　　　　　　　５千円

壬生町母親クラブ様②　　　　　　　　　　　１千円

壬生町陶芸クラブ様⑩　　　　　　　　　　　１万円

壬生町シルバー人材センター（刃物とぎ）様⑧　１千円

㈱新優本店様⑧　　　　　　　　　　　　　　１万円

壬生町シルバー人材センター盆栽部様④　　３千円

第26回壬生町文化祭　歌謡部会様②　２万５千664円

　　●　●　　　●　　介国　固
　　護民　定

　　保健　資，　　険康　産
諒盲いy　税
期、　ム
リWﾚn

12収　一　吏

月‘　　６＿計
　６　期３圓27期　‾期税
目－　　－

12

月
の
納
税
等

-こんなにたぐさんとれま_したム

　稲葉小児童といなぱ保育�児がｻﾂﾏｲﾓ握り

　10月25日、稲葉小学校３年生22名といなば保育

園年長児15名が合同でさつまいも据りを行いました。

　この事業は、いなば花と緑の郷づくり協議会（伊

藤充哉会長）の呼びかけで実施しているもので、５

月末に同子どもたちが「なかよし農園」に苗を植え

つけました。

　この日は、地元農業委員や農村生活研究グルー

プのお母さん方、地元有志の方にお手伝いをいただ

き、二人、三人と力を合わせて、自分の顔よりも大

きく育ったサツマイモの収穫を楽しみました。

壬
生
小
五
年
浅
升
笈

希
望
□

り
壬生小　５年

　　浅井智穂

延
八
」
…
…
４
４
汐

１
☆
。
　

゛
゛
｀
’
‘
”
゛
厚
４
｀
’
５
１
ペ

ー
　
　

ｎ
以

上

R100古紙配合率loo%再生紙を使用しています　20
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